
第五章 神社・寺院

＊
拝
殿
は
瓦
葺
入
母
屋
造

◎
由
緒
創
建
年
代
は
不
詳
で
す
が
、

江
戸
中
期
の
古
地
図
に
神
社
の
絵

図
が
描
か
れ
て
い
て
、
か
な
り
古

く
か
ら
祀
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◎
奉
納
物
文
化
財
等

＊
境
内
入
口
の
鳥
居

（
明
治
九
年
丙
子
・
一
八
七
六
建
立
）
が
老
朽
化
し

た
た
め
、
平
成
十
九
年
に
新
し
く
建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

◎
社
殿

殿本社神

◎
例
祭

◎
祭
神

た

ま

よ

り

ひ

め

玉
依
姫
命
（
記
紀
神
話
の
神
で
神
武
天
皇
の
母
神
。

神
の
美
称
“
)

＊
夏
祭
り
（
祇
園
祭
）
七
月
十
四
日

＊
本
祭
り
（
新
嘗
祭
）
十
二
月
十
日

＊
本
殿
は
瓦
葺
流
造
で
、

わ
き
し
ょ
う
じ

高
欄
、
脇
障
子
を
備
え
て

い
ま
す
。

お
と
ひ
め

六
、
乙
姫
神
社
山
形
久
良
木

乙
姫
は

境内全景 ”女

214 



第一節 神社

旧鳥居（明治9年・ 1876建立） 新鳥居（平成19年・ 2008建立）

＊
本
殿
前
の
燈
籠
（
明
治
三
十
一
年
）

あ
う
ん

の
笠
石
上
に
”
獅
子
の
阿
叶
像
“
が
刻

ま
れ
て
い
て
貴
重
な
石
造
物
で
す
。

＊
拝
殿
内
に
は
松
浦
敬
一
（
豊
姫
神

社
の
項
参
照
）
揮
峯
の
”
永
錫
類
“

（
永
く
類
を
賜
う
・
中
国
の
詩
経
）
の

額
が
掲
げ
て
あ
り
ま
す
。

◆
久
良
木
区
で
は
本
祭
り
の
当
日
「
頭

渡
し
」
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

の
ぼ
り
ば
た

神
社
の
織
旗
や
幕
な
ど
の
祭
具
と
共

た
ね
も
み

に
種
籾
も
手
渡
し
て
次
年
度
の
豊
作
を

祈
願
し
ま
す
。

区
に
は
上
組
と
下
組
が
あ
り
、
新
し
い
営
所
の
組
内
の
関
係
者
が
御
幣
を
先
頭

に
行
列
を
し
て
諸
道
具
を
営
所
宅
ま
で
奉
持
し
、
そ
の
後
、
町
釦
（
神
酒
．
樹
町

を
お
下
げ
し
て
い
た
だ
＜
酒
宴
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

「頭渡しご神幸J
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